
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】　液体材料と粉末状固体材料との親和性が小さ

い場合や、粉末状固体材料の粒子径が小さく凝集性を有

する場合においても、粉末状固体材料を液体材料中に高

精度に分散混合させることができる固液分散材料の製造

方法を提供する。

【解決手段】　液体材料中に粉末状固体材料を分散混合

させてなる固液混合材料の製造方法であって、（ａ）浮

遊化のための容器５中で粉末状固体材料を空気中に浮遊

させた状態とする浮遊化工程と、（ｂ）混合装置８内に

収容した液体材料を循環させて噴霧媒体とし、上記浮遊

化させた粉末状固体材料を上記混合装置内に設置された

噴霧装置９中に供給し前記噴霧媒体とともに噴霧ノズル

により液体材料中に噴霧する噴霧工程と、を有すること

を特徴とする、固液混合材料の製造方法。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 液 体 材 料 中 に 粉 末 状 固 体 材 料 を 分 散 混 合 さ せ て な る 固 液 混 合 材 料 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
（ ａ ） 粉 末 状 固 体 材 料 を 空 気 中 に 浮 遊 さ せ た 状 態 と す る 浮 遊 化 工 程 と 、
（ ｂ ） 混 合 装 置 内 に 収 容 し た 液 体 材 料 を 循 環 さ せ て 噴 霧 媒 体 と し て 、 前 記 浮 遊 化 さ せ た 粉
末 状 固 体 材 料 を 前 記 混 合 装 置 内 の 液 体 材 料 中 に 噴 霧 す る 噴 霧 工 程 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 固 液 混 合 材 料 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 （ ｂ ） 工 程 に お い て 、 前 記 噴 霧 媒 体 は 旋 回 流 を 伴 っ て 吐 出 さ れ る も の で あ る 請 求 項 １
に 記 載 の 固 液 混 合 材 料 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 粉 末 状 固 体 材 料 は 、 一 次 粒 子 の 平 均 粒 子 径 が ５ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ に
記 載 の 固 液 混 合 材 料 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 固 液 混 合 材 料 の 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 固 体 と 液 体 な ど 、 異 な る 形 態 の 材 料 を 混 合 し て 組 成 物 を 調 製 す る こ と は あ ら ゆ る 分 野 に
お い て 広 く 行 わ れ て お り 、 従 来 様 々 な 手 法 、 装 置 が 開 発 、 実 用 化 さ れ て い る 。 近 年 、 特 に
ナ ノ テ ク ノ ロ ジ ー に 代 表 さ れ る 新 素 材 の 分 野 で は 、 用 い ら れ る 材 料 の 微 粒 子 化 が 進 み 、 基
体 と な る 材 料 に こ の よ う な 微 粒 子 材 料 を 混 合 す る こ と に よ り 付 与 さ れ る 効 果 の 発 現 が 期 待
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 固 液 混 合 材 料 を 調 製 す る 際 に は 、 粉 末 状 固 体 材 料 と し て 液 体 材 料 と 親 和 性 を
有 す る も の を 用 い て 分 散 性 を 向 上 さ せ た り 、 両 者 の 分 散 混 合 に 際 し て 大 き な エ ネ ル ギ ー を
付 与 し た り す る 手 法 が 採 ら れ る こ と が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
　 し か し 、 液 体 材 料 と 粉 末 状 固 体 材 料 と の 親 和 性 が 小 さ い 場 合 や 、 粉 末 状 固 体 材 料 の 粒 子
径 が 小 さ く 凝 集 性 を 有 す る 場 合 な ど に お い て は 、 通 常 の 攪 拌 手 段 で は 高 精 度 な 分 散 混 合 が
困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ ４ ６ ７ ２ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 液 体 材 料 と 粉 末 状 固 体 材 料 と の 親 和 性 が 小 さ い 場 合 や 、 粉 末 状 固 体 材 料 の 粒
子 径 が 小 さ く 凝 集 性 を 有 す る 場 合 に お い て も 、 粉 末 状 固 体 材 料 を 液 体 材 料 中 に 高 精 度 に 分
散 混 合 さ せ る こ と が で き る 固 液 分 散 材 料 の 製 造 方 法 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 目 的 は 、 以 下 の 本 発 明 （ １ ） ～ （ ３ ） に よ っ て 達 成 さ れ る 。
（ １ ） 液 体 材 料 中 に 粉 末 状 固 体 材 料 を 分 散 混 合 さ せ て な る 固 液 混 合 材 料 の 製 造 方 法 で あ っ
て 、
　 （ ａ ） 粉 末 状 固 体 材 料 を 空 気 中 に 浮 遊 さ せ た 状 態 と す る 浮 遊 化 工 程 と 、
　 （ ｂ ） 混 合 装 置 内 に 収 容 し た 液 体 材 料 を 循 環 さ せ て 噴 霧 媒 体 と し て 、 上 記 浮 遊 化 さ せ た
粉 末 状 固 体 材 料 を 上 記 混 合 装 置 内 の 液 体 材 料 中 に 噴 霧 す る 噴 霧 工 程 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 固 液 混 合 材 料 の 製 造 方 法 。
（ ２ ） 上 記 （ ｂ ） 工 程 に お い て 、 上 記 噴 霧 媒 体 は 旋 回 流 を 伴 っ て 吐 出 さ れ る も の で あ る 上
記 （ １ ） に 記 載 の 固 液 混 合 材 料 の 製 造 方 法 。
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（ ３ ） 上 記 粉 末 状 固 体 材 料 は 、 一 次 粒 子 の 平 均 粒 子 径 が ５ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ で あ る 上 記 （ １ ）
又 は （ ２ ） に 記 載 の 固 液 混 合 材 料 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 液 体 材 料 と 粉 末 状 固 体 材 料 と の 親 和 性 が 小 さ い 場 合 や 、 粉
末 状 固 体 材 料 の 粒 子 径 が 小 さ く 凝 集 性 を 有 す る 場 合 に お い て も 、 粉 末 状 固 体 材 料 を 液 体 材
料 中 に 高 精 度 に 分 散 混 合 さ せ た 固 液 分 散 材 料 を 簡 易 に 製 造 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 固 液 混 合 材 料 の 製 造 方 法 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 本 発 明 の 固 液 混 合 材 料 の 製 造 方 法 （ 以 下 、 単 に 「 製 造 方 法 」 と い う こ と が あ る ） は 、
　 （ １ ） 液 体 材 料 中 に 粉 末 状 固 体 材 料 を 分 散 混 合 さ せ て な る 固 液 混 合 材 料 の 製 造 方 法 で あ
っ て 、
　 （ ａ ） 粉 末 状 固 体 材 料 を 空 気 中 に 浮 遊 さ せ た 状 態 と す る 浮 遊 化 工 程 と 、
　 （ ｂ ） 混 合 装 置 内 に 収 容 し た 液 体 材 料 を 循 環 さ せ て 噴 霧 媒 体 と し て 、 上 記 浮 遊 化 さ せ た
粉 末 状 固 体 材 料 を 上 記 混 合 装 置 内 の 液 体 材 料 中 に 噴 霧 す る 噴 霧 工 程 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 製 造 方 法 は 、 液 体 材 料 中 に 粉 末 状 固 体 材 料 を 分 散 混 合 さ せ て な る 固 液 混 合 材 料
の 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
　 本 発 明 の 製 造 方 法 で 用 い ら れ る 粉 末 状 固 体 材 料 と し て は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、
熱 硬 化 性 樹 脂 、 熱 可 塑 性 樹 脂 な ど の 樹 脂 、 硬 化 剤 、 硬 化 促 進 剤 な ど の 硬 化 系 添 加 剤 、 無 機
充 填 材 、 有 機 充 填 材 な ど の 充 填 材 の ほ か 、 各 種 添 加 剤 な ど 、 い ず れ も 粉 末 状 に 調 製 で き る
固 形 材 料 で あ れ ば い か な る も の に も 適 用 す る こ と が で き る 。
　 こ こ で 用 い ら れ る 粉 末 状 固 体 材 料 の 粒 径 と し て は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 一 次 粒 子 の 平 均
粒 径 が ５ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ で あ る も の を 用 い る と 、 本 発 明 の 製 造 方 法 の 効 果 を よ り 高 く 発 現 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 製 造 方 法 で 用 い ら れ る 液 体 材 料 と し て は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 水 、 及
び 、 水 に 可 溶 な 材 料 を 水 に 溶 解 さ せ た 各 種 水 溶 液 、 有 機 溶 剤 、 及 び 、 有 機 溶 剤 に 可 溶 な 材
料 を 有 機 溶 剤 に 溶 解 さ せ た 各 種 溶 液 な ど の ほ か 、 液 状 樹 脂 な ど の 各 種 液 状 化 合 物 、 異 な る
液 体 材 料 が 混 合 し た エ マ ル ジ ョ ン 形 態 の も の を 用 い る こ と も で き る 。 ま た 、 粉 末 状 固 体 材
料 と の 親 和 性 を 向 上 さ せ る た め に 、 カ ッ プ リ ン グ 剤 や 界 面 活 性 剤 な ど を 添 加 す る こ と も で
き る 。
　 本 発 明 の 製 造 方 法 で 用 い ら れ る 液 体 材 料 と し て は 、 こ の ほ か 、 本 発 明 の 製 造 方 法 な ど に
よ り 得 ら れ た 固 液 混 合 材 料 を 用 い る こ と も で き る 。 す な わ ち 、 粉 末 状 固 体 材 料 を 例 え ば １
種 類 用 い て 、 こ れ を 液 体 材 料 中 に 分 散 混 合 さ せ て な る 固 液 混 合 材 料 を 得 て 、 さ ら に 、 別 の
粉 末 状 固 体 材 料 を 分 散 混 合 さ せ る 場 合 に は 、 上 記 で 得 ら れ た 固 液 混 合 材 料 を 液 体 材 料 と し
て 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 製 造 方 法 で は 、 ま ず 、
（ ａ ） 粉 末 状 固 体 材 料 を 空 気 中 に 浮 遊 さ せ た 状 態 と す る 浮 遊 化 工 程 、
を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 （ ａ ） 浮 遊 化 工 程 は 、 例 え ば 、 所 定 の 空 間 容 積 を 有 し た 容 器 内 に お い て 、 上 記 粉 末
状 固 体 材 料 を 空 気 中 に 浮 遊 さ せ る 方 法 な ど に よ り 実 施 す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 所 定 の
空 間 容 積 を 有 し た 容 器 と し て は 特 に 限 定 さ れ ず 、 粉 末 状 固 体 材 料 が 浮 遊 化 す る の に 充 分 な
空 間 容 積 を 有 し た も の で あ れ ば 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 容 器 内 に お い て 、 粉 末 状 固 体 材 料 を 空 気 中 に 浮 遊 さ せ た 状 態 と す る 方 法 と し て は 特
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に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 容 器 内 に 攪 拌 羽 根 な ど の 攪 拌 装 置 を 設 置 し て 、 空 気 と と も に
粉 末 状 固 体 材 料 を 攪 拌 し て 浮 遊 化 さ せ る 方 法 、 容 器 内 に 流 動 床 装 置 等 を 設 置 し て 、 こ れ に
よ り 粉 末 状 固 体 材 料 を 浮 遊 化 さ せ る 方 法 、 な ど を 適 用 す る こ と が で き る 。
　 な お 、 上 記 容 器 内 に は 、 粉 末 状 固 体 材 料 を 連 続 的 に 供 給 す る こ と も で き る し 、 予 め 所 定
量 の 粉 末 状 固 体 材 料 を 投 入 し て お く こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 （ ａ ） 工 程 を 実 施 す る こ と に よ り 、 例 え ば 粉 末 状 固 体 材 料 が 凝 集 性 を 有 し た も の で
あ っ て も 、 こ の 凝 集 を 解 離 し て 空 気 中 に 分 散 さ せ る こ と が で き 、 粉 末 状 固 体 材 料 を 液 体 材
料 中 に 混 合 す る の に 好 適 な 形 態 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 製 造 方 法 に お い て は 、
（ ｂ ） 混 合 装 置 内 に 収 容 し た 液 体 材 料 を 循 環 さ せ て 噴 霧 媒 体 と し て 、 上 記 浮 遊 化 さ せ た 粉
末 状 固 体 材 料 を 上 記 混 合 装 置 内 の 液 体 材 料 中 に 噴 霧 す る 噴 霧 工 程 、
を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 製 造 方 法 に お い て 用 い ら れ る 液 体 材 料 は 、 予 め 所 定 の 混 合 装 置 内 に 収 容 し て お
く こ と が で き る 。 そ し て 、 上 記 （ ｂ ） 工 程 に お い て は こ れ を 循 環 さ せ て 、 粉 末 状 固 体 材 料
を 液 体 材 料 中 に 噴 霧 し て 分 散 混 合 す る 際 の 噴 霧 媒 体 と し て 用 い る 。
　 な お 、 こ こ で い う 液 体 材 料 と は 、 （ ｂ ） 工 程 に お い て 液 体 材 料 中 に 粉 末 状 固 体 材 料 が 混
合 さ れ た 後 は 、 粉 末 状 固 体 材 料 が 混 合 さ れ た 液 体 材 料 の こ と を 指 す も の と す る 。
　 以 下 、 循 環 さ れ る 液 体 材 料 あ る い は 粉 末 状 固 体 材 料 が 混 合 さ れ た 液 体 材 料 を 、 「 循 環 液
体 材 料 」 と 呼 称 す る こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 噴 霧 工 程 に お い て は 、 噴 霧 媒 体 と し て 循 環 液 体 材 料 を 用 い る 。 そ し て 、 上 記 浮 遊 化
さ せ た 粉 末 状 固 体 材 料 を 噴 霧 材 料 と し て 、 こ れ を 空 気 と と も に 上 記 混 合 装 置 内 の 液 体 材 料
中 に 噴 霧 す る 。
　 上 記 噴 霧 工 程 は 、 噴 霧 装 置 を 用 い て 好 適 に 実 施 す る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 噴 霧 装
置 の 噴 霧 媒 体 入 口 か ら 循 環 液 体 材 料 を 導 入 す る と と も に 、 噴 霧 材 料 入 口 か ら 浮 遊 化 さ せ た
粉 末 状 固 体 材 料 を 空 気 と と も に 導 入 し て 、 噴 霧 媒 体 が 吐 出 さ れ る 際 に 発 生 す る 負 圧 に よ り
、 粉 末 状 固 体 材 料 を 混 合 装 置 内 の 液 体 材 料 中 に 噴 霧 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ こ で 用 い ら れ る 噴 霧 装 置 と し て は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 噴 霧 媒 体 が 旋 回 流 を 伴 っ て 吐
出 さ れ る も の で あ る こ と が 好 ま し い 。
　 こ れ に よ り 、 粉 末 状 固 体 材 料 に 旋 回 流 の エ ネ ル ギ ー を 付 与 で き る の で 、 上 記 （ ａ ） 工 程
で 浮 遊 化 さ せ た 段 階 よ り も 、 粉 末 状 固 体 材 料 を さ ら に 細 か い 粒 子 と す る こ と が で き る 。 ま
た 、 循 環 液 体 材 料 が 噴 霧 媒 体 と し て 用 い ら れ る 際 に も 、 液 体 材 料 中 の 粉 末 状 固 体 材 料 に 剪
断 力 を 作 用 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 粉 末 状 固 体 材 料 が 凝 集 す る の を 防 ぐ 効 果 を
よ り 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う に 、 噴 霧 媒 体 が 旋 回 流 を 伴 っ て 吐 出 さ れ る よ う な 噴 霧 方 法 と し て は 特 に 限 定 さ
れ な い が 、 噴 霧 媒 体 の 流 路 に ら せ ん 形 状 の フ ィ ン を 設 け 、 噴 霧 媒 体 の 吐 出 口 に お い て 旋 回
流 を 発 生 さ せ る 方 法 、 噴 霧 媒 体 の 吐 出 口 を 円 周 状 に 多 数 箇 所 設 け 、 各 々 所 定 の 角 度 で 吐 出
さ せ る こ と に よ り 、 噴 霧 媒 体 に 旋 回 流 を 発 生 さ せ る 方 法 、 な ど が 挙 げ ら れ る 。
　 ま た 、 こ の よ う な 機 能 を 有 し た 市 販 の 噴 霧 装 置 を 使 用 す る こ と も で き る 。 こ の よ う な 装
置 と し て は 例 え ば 、 ア ト マ ッ ク ス 社 製 ・ 「 ア ト マ ッ ク ス ノ ズ ル 」 な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 製 造 方 法 に お い て は 、 混 合 装 置 に 収 容 さ れ た 液 体 材 料 を 常 温 で 用 い る こ と も で
き る し 、 例 え ば 、 よ り 低 粘 度 化 す る た め に 加 温 し た り 、 液 体 材 料 と 粉 末 状 固 体 材 料 と が 反
応 性 を 有 す る 場 合 は 、 こ れ を 抑 制 す る た め に 冷 却 し た り し て 用 い る こ と も で き る 。
　 ま た 、 混 合 装 置 内 に は 、 こ の ほ か 、 通 常 の 攪 拌 装 置 や 、 超 音 波 装 置 な ど を 併 設 し て 用 い
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る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 噴 霧 工 程 で は 、 噴 霧 媒 体 と し て 循 環 液 体 材 料 を 用 い る た め 、 液 体 材 料 中 の 粉 末 状 固
体 材 料 に 繰 り 返 し エ ネ ル ギ ー を 与 え る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 両 者 の 分 散 混 合 性 を よ
り 高 め る こ と が で き る 。
　 特 に 、 噴 霧 媒 体 が 旋 回 流 を 伴 っ て 吐 出 さ れ る 場 合 に は 、 液 体 材 料 中 の 粉 末 状 固 体 材 料 に
高 い 剪 断 力 を 付 与 す る こ と が で き る の で 、 上 記 作 用 を よ り 効 果 的 に 発 現 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 製 造 方 法 を 、 好 適 な 実 施 の 形 態 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 製 造 方 法 を 適 用 す る こ と が で き る 装 置 の 一 例 を 示 す 断 面 側 面 図 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ に お い て は 、 粉 末 状 固 体 材 料 Ｓ １ は ホ ッ パ １ に 貯 留 さ れ て い る 。 ホ ッ パ １ 内 部 で の
粉 末 状 固 体 材 料 Ｓ １ の ブ リ ッ ジ 発 生 を 防 ぐ た め 、 必 要 に 応 じ て 撹 拌 装 置 ２ を 用 い る こ と が
で き る 。
　 粉 末 状 固 体 材 料 Ｓ １ は ロ ー タ リ ー バ ル ブ ３ に よ り 、 浮 遊 化 さ せ る た め の 充 分 な 空 間 容 積
を 有 し た 容 器 ５ 内 に 連 続 的 に 定 量 供 給 さ れ る 。
　 容 器 ５ は 攪 拌 装 置 ６ を 有 し て い る 。 粉 末 状 固 体 材 料 Ｓ １ は 容 器 ５ 内 に 供 給 さ れ た 後 、 攪
拌 装 置 ６ で 空 気 と と も に 攪 拌 さ れ る こ と に よ り 、 凝 集 し た 形 態 の も の で も こ れ を 解 離 さ せ
る こ と が で き 、 一 次 粒 子 も し く は こ れ に 近 い 状 態 ま で 分 散 し て 容 器 ５ 内 に お い て 浮 遊 化 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 方 、 液 体 材 料 Ｌ は 、 混 合 装 置 ８ に 収 容 さ れ て お り 、 噴 霧 装 置 ９ は 液 体 材 料 Ｌ 中 に 沈 設
さ れ て い る 。 液 体 材 料 Ｌ １ は 混 合 装 置 ８ に 設 け ら れ た 循 環 用 吸 出 口 １ ４ よ り 、 所 定 量 を バ
ル ブ １ ５ で 調 整 さ れ な が ら 循 環 ポ ン プ １ ６ に よ り 連 続 的 に 吸 出 さ れ 、 循 環 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 浮 遊 化 さ れ た 粉 末 状 固 体 材 料 Ｓ ２ は 、 容 器 ５ 上 部 に 設 け ら れ た 吸 出 口 ７ よ り 吸 出 さ れ た
後 、 噴 霧 材 料 供 給 口 １ ０ か ら 噴 霧 装 置 ９ に 供 給 さ れ る 。 ま た 、 循 環 さ れ た 液 体 材 料 Ｌ １ は
、 噴 霧 媒 体 供 給 口 １ １ か ら 噴 霧 装 置 ９ に 供 給 さ れ る 。
　 そ し て 、 浮 遊 化 さ れ た 粉 末 状 固 体 材 料 Ｓ ２ は 、 噴 霧 装 置 ９ の 噴 霧 ノ ズ ル １ ２ よ り 、 循 環
さ れ た 液 体 材 料 Ｌ １ を 噴 霧 媒 体 と し て 、 旋 回 流 １ ３ を 伴 っ て 液 体 材 料 Ｌ ２ 中 に 噴 霧 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に し て 、 浮 遊 化 さ れ た 粉 末 状 固 体 材 料 Ｓ ２ が 、 混 合 装 置 ８ 内 に 収 容 さ れ た 液 体
材 料 Ｌ ２ 中 に 、 連 続 的 に 噴 霧 さ れ る と と も に 、 液 体 材 料 Ｌ １ を 循 環 し て 噴 霧 媒 体 と し て 用
い る こ と に よ り 、 液 体 材 料 と 粉 末 状 固 体 材 料 と が 高 精 度 に 混 合 し た 固 液 混 合 材 料 を 得 る こ
と が で き る 。
　 な お 、 図 １ に お い て は 、 混 合 装 置 ８ に は 攪 拌 装 置 １ ７ が 設 置 さ れ て い る が 、 こ の よ う な
攪 拌 羽 根 の ほ か 、 例 え ば 超 音 波 装 置 な ど を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 に 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 粉 末 状 固 体 材 料 を 液 体 材 料 中 に 高
い 精 度 で 分 散 混 合 さ せ て な る 固 液 混 合 材 料 を 簡 易 に 製 造 す る こ と が で き る 。
　 本 発 明 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 粉 末 状 固 体 材 料 と し て 、 粒 径 が 小 さ く 、 凝 集 性 を 有 す る も
の を 用 い た 場 合 で も 、 （ ａ ） 浮 遊 化 工 程 、 及 び 、 （ ｂ ） 噴 霧 工 程 、 に お い て 、 粉 末 状 固 体
材 料 の 凝 集 解 離 を 促 進 さ せ る こ と が で き る の で 、 液 体 材 料 中 で 粉 末 状 固 体 材 料 が ダ マ に な
る こ と を 抑 制 し 、 粉 末 状 固 体 材 料 が 液 体 材 料 中 に 高 精 度 に 分 散 さ れ た 固 液 混 合 材 料 を 簡 易
に 製 造 す る こ と が で き る 。
　 本 発 明 の 製 造 方 法 は 、 粉 末 状 固 体 材 料 と 液 体 材 料 と の 親 和 性 が 小 さ い 場 合 、 あ る い は 、
液 体 材 料 の 粘 度 が 高 い 場 合 で も 適 用 す る こ と が で き る も の で あ る 。
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【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 例 に よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
１ ． 材 料
（ １ ） 粉 末 状 固 体 材 料 ： ヒ ュ ー ム ド シ リ カ （ ト ク ヤ マ 社 製 ・ 「 Ｍ Ｔ － １ ０ 」 　 一 次 粒 子 の
平 均 粒 径 が １ ５ ｎ ｍ 、 二 次 粒 子 の 平 均 粒 径 が １ ０ ０ ｎ ｍ ） を 用 い た 。
（ ２ ） 液 体 材 料 ： メ チ ル エ チ ル ケ ト ン （ Ｍ Ｅ Ｋ ） を 用 い た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
２ ． 固 液 混 合 材 料 の 製 造
＜ 実 施 例 ＞
　 図 １ に 示 し た 装 置 を 用 い て 行 っ た 。
　 粉 末 状 固 体 材 料 を 容 器 内 に 供 給 し 、 攪 拌 装 置 に よ り 浮 遊 化 さ せ た 。 ま た 、 混 合 装 置 内 に
は 液 体 材 料 を 収 容 し 、 こ れ を 循 環 さ せ な が ら 噴 霧 媒 体 と し て 用 い 、 上 記 浮 遊 化 さ せ た 粉 末
状 固 体 材 料 を 混 合 装 置 内 の 液 体 材 料 中 に 噴 霧 し た 。
　 用 い た 装 置 の 運 転 条 件 等 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
２ ． １ 　 粉 末 状 固 体 材 料 側
（ １ ） 供 給 速 度 ： ５ ｇ ／ 時 間
（ ２ ） 浮 遊 化 す る 容 器 の 大 き さ ： φ １ ０ ０ ｍ ｍ × 高 さ １ ５ ０ ｍ ｍ
（ ３ ） 攪 拌 装 置 ： ス リ ー ワ ン 攪 拌 装 置
（ ４ ） 攪 拌 装 置 の 回 転 数 ： ６ ０ ０ ｒ ｐ ｍ
【 ０ ０ ３ ２ 】
２ ． ２ 　 液 体 材 料 側
（ １ ） 混 合 装 置 内 に 収 容 さ れ た 液 体 材 料 の 量 ： １ ０ ０ ０ ｇ
（ ２ ） 混 合 装 置 の 大 き さ ： φ １ ２ ０ ｍ ｍ × 高 さ ２ ０ ０ ｍ ｍ
（ ３ ） 循 環 液 体 材 料 の 循 環 量 ： １ ５ ０ ０ ｍ ｌ ／ 分
（ ４ ） 循 環 ポ ン プ ： Ｃ ｏ ｌ ｅ 　 Ｐ ａ ｒ ｍ ｅ ｒ 　 Ｉ ｎ ｓ ｔ ｒ ｕ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 Ｃ ｏ ｍ ｐ ａ ｎ ｙ 製
・ 「 Ｍ Ａ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ 　 Ｆ ｌ ｅ ｘ 　 Ｉ ／ Ｐ 　 ｍ ｏ ｄ ｅ ｌ ７ ５ ９ １ － ５ ０ 」
（ ５ ） 攪 拌 装 置 ： ス リ ー ワ ン 攪 拌 装 置
（ ６ ） 攪 拌 装 置 の 回 転 数 ： ６ ０ ０ ｒ ｐ ｍ
【 ０ ０ ３ ３ 】
２ ． ３ 　 噴 霧 装 置
（ １ ） ア ト マ ッ ク ス 社 製 ・ 「 ア ト マ ッ ク ス ノ ズ ル 　 Ｂ Ｎ － ９ ０ 」
（ ２ ） 粉 末 状 固 体 材 料 の 噴 霧 量 ： ５ ｇ ／ 時 間
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 条 件 で 、 ６ ０ 分 間 運 転 し 、 液 体 材 料 １ ０ ０ ０ ｇ 中 に 粉 末 状 固 体 材 料 ５ ｇ が 分 散 混 合
し た 固 液 混 合 材 料 を 得 た 。
　 得 ら れ た 固 液 混 合 材 料 中 の 粉 末 状 固 体 材 料 の 平 均 粒 径 を 、 島 津 製 作 所 社 製 ・ 「 レ ー ザ ー
回 折 式 粒 度 分 布 測 定 装 置 　 Ｓ Ａ Ｌ Ｄ － ７ ０ ０ ０ 」 を 用 い て 測 定 し た と こ ろ 、 ４ ７ ｎ ｍ で あ
っ た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
＜ 比 較 例 １ ＞
　 液 体 材 料 、 粉 末 状 固 体 材 料 と も 、 実 施 例 と 同 じ も の を 用 い た 。
　 １ ０ ０ ０ ｇ の 液 体 材 料 中 に 、 ５ ｇ の 粉 末 状 固 体 材 料 を 入 れ 、 乳 化 分 散 装 置 （ エ ム ・ テ ク
ニ ッ ク 社 製 ・ ク レ ア ミ ッ ク ス 「 Ｃ Ｌ Ｍ － ０ ． ８ Ｓ 」 　 運 転 条 件 ： １ ５ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ ） を 用
い て ６ ０ 分 間 処 理 を 行 っ た 。
　 得 ら れ た 混 合 材 料 中 の 粉 末 状 固 体 材 料 の 平 均 粒 径 を 、 実 施 例 １ と 同 じ 装 置 を 用 い て 測 定
し た と こ ろ 、 １ ． ５ μ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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＜ 比 較 例 ２ ＞
　 液 体 材 料 、 粉 末 状 固 体 材 料 と も 、 実 施 例 と 同 じ も の を 用 い た 。
　 １ ０ ０ ０ ｇ の 液 体 材 料 中 に 、 ５ ｇ の 粉 末 状 固 体 材 料 を 入 れ 、 ス リ ー ワ ン 攪 拌 装 置 （ 運 転
条 件 ： ６ ０ ０ ｒ ｐ ｍ ） を 用 い て ６ ０ 分 間 処 理 を 行 っ た 。
　 得 ら れ た 混 合 材 料 中 の 粉 末 状 固 体 材 料 の 平 均 粒 径 を 、 実 施 例 １ と 同 じ 装 置 を 用 い て 測 定
し た と こ ろ 、 ５ ０ ． ５ μ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 実 施 例 は 、 本 発 明 の 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ た 固 液 混 合 材 料 で あ り 、 従 来 の 分 散 混 合 方 法
で あ る 比 較 例 １ 、 ２ と 比 較 し て 、 粒 径 が 小 さ く 凝 集 性 の 高 い 粉 末 状 固 体 材 料 を 、 液 体 材 料
中 に 高 精 度 に 分 散 混 合 さ せ る こ と が で き た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 液 体 材 料 と 粉 末 状 固 体 材 料 と の 親 和 性 が 小 さ い 場 合 や 、 粉
末 状 固 体 材 料 の 粒 子 径 が 小 さ く 凝 集 性 を 有 す る 場 合 に お い て も 、 粉 末 状 固 体 材 料 を 液 体 材
料 中 に 高 精 度 に 分 散 混 合 さ せ た 固 液 分 散 材 料 を 簡 易 に 製 造 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 製 造 方 法 を 適 用 し た 装 置 の 一 例 （ 概 略 側 断 面 図 ）
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 Ｓ 　 　 粉 末 状 固 形 材 料
　 Ｌ 　 　 液 体 材 料
　 １ 　 　 ホ ッ パ
　 ２ 　 　 攪 拌 装 置
　 ３ 　 　 ロ ー タ リ ー バ ル ブ
　 ４ 　 　 粉 末 状 固 形 材 料 供 給 配 管
　 ５ 　 　 浮 遊 化 の た め の 容 器
　 ６ 　 　 攪 拌 装 置
　 ７ 　 　 浮 遊 化 し た 粉 末 状 固 形 材 料 の 吸 出 口
　 ８ 　 　 混 合 装 置
　 ９ 　 　 噴 霧 装 置
　 １ ０ 　 噴 霧 材 料 供 給 口
　 １ １ 　 噴 霧 媒 体 供 給 口
　 １ ２ 　 噴 霧 ノ ズ ル
　 １ ３ 　 旋 回 流
　 １ ４ 　 液 体 材 料 の 循 環 用 吸 出 口
　 １ ５ 　 循 環 量 調 節 用 バ ル ブ
　 １ ６ 　 液 体 材 料 循 環 用 ポ ン プ
　 １ ７ 　 攪 拌 装 置

10

20

30

(7) JP 2006-239596 A 2006.9.14



【 図 １ 】

(8) JP 2006-239596 A 2006.9.14


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

